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担
い
手
の
育
成
・
確
保
と
生
産
基
盤
の
保

全
管
理
を
課
題
と
捉
え
、
将
来
の
農
業
農
村

の
在
り
方
に
つ
い
て
集
落
で
話
し
合
い
、
集

落
農
業
が
抱
え
る
課
題
の
共
有
や
そ
の
解
決

策
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
る
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
の
策
定
を
推
進
し
ま
す
。

　

担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て
は
、「
人

・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
45
歳

未
満
の
新
規
就
農
者
へ
給
付
金
を
支
給
す
る

「
新
規
就
農
・
経
営
継
承
総
合
支
援
事
業
」

を
活
用
し
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
「
農
地
中

間
管
理
事
業
」
の
活
用
を
推
進
し
、
農
地
利

用
の
最
適
化
や
遊
休
農
地
化
の
防
止
に
取
り

組
み
ま
す
。
そ
の
他
、
野
生
動
物
に
よ
る
農

林
水
産
業
被
害
対
策
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、二
十
世
紀
梨
を
は
じ
め
と
す
る「
香

住
梨
」
や
新
品
種
「
な
し
お
と
め
」
の
Ｐ
Ｒ

お
よ
び
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
「
地
域
特
産

物
販
路
拡
大
事
業
」
に
よ
り
梨
産
地
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　

本
町
の
活
力
の
源
で
あ
る
観
光
を
基
軸
と

し
た
産
業
振
興
は
、
本
町
経
済
の
好
循
環
を

生
み
出
す
大
き
な
柱
で
あ
り
、
総
合
戦
略
の

基
本
目
標
の
一
つ
「
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る
」
こ
と
に
通
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
他
市

町
に
な
い
誇
る
べ
き
地
域
資
源
を
、
さ
ら
に

魅
力
あ
る
も
の
へ
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

新
た
に
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
創
出
す
る
農

林
水
産
業
と
観
光
・
商
工
業
の
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。

重点施策【産業・観光の振興】重点施策【産業・観光の振興】

誇るべき地域資源を誇るべき地域資源を
　さらに魅力あるものへ　さらに魅力あるものへ
　　発展させます　　発展させます

●問い合わせ先　役場観光商工課、農林水産課●問い合わせ先　役場観光商工課、農林水産課

畜
産
振
興

畜
産
振
興

農
業
振
興

農
業
振
興

　

朝
来
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴

い
、
但
馬
牛
振
興
公
社
が
実
施
す
る
「
但
馬

食
肉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
の
施
設
改
修
工

事
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
衛
生
基
準
に
適

合
し
た
施
設
に
改
修
し
、
食
肉
の
安
全
・
安

心
を
図
り
、「
但
馬
牛
」
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
２
月
に
本
町

と
新
温
泉
町
、
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合
お
よ

び
関
係
団
体
な
ど
で
立
ち
上
げ
た
「
美
方
郡

産
但
馬
牛
」
世
界
・
日
本
農
業
遺
産
推
進
協

▲世界・日本農業遺産の認定を目指す美方郡産但馬牛

▲地域特産物販路拡大事業に取り組む二十世紀梨

▲第 66 回日本観光ポスターコンクールで総務大臣賞とオンライン部門第 2位を受賞した香美町観光ポスター
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漁
業
・
水
産
加
工
業
の
振
興

漁
業
・
水
産
加
工
業
の
振
興

林
業
振
興

林
業
振
興

　

町
域
の
約
86
％
を
占
め
る
森
林
資
源
の
有

効
活
用
と
多
様
な
公
益
的
機
能
を
保
全
す
る

た
め
、
急
傾
斜
地
の
防
災
機
能
の
向
上
を
図

る
森
林
整
備
、
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混

交
林
お
よ
び
里
山
林
の
整
備
な
ど
を
行
う

「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
推
進
事
業
」、
森
林

経
営
計
画
策
定
森
林
で
の
造
林
補
助
事
業
で

あ
る「
森
林
管
理
１
０
０
％
作
戦
推
進
事
業
」

に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
平
成

28
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業
」
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

魚
食
普
及
活
動
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と

と
も
に
、
但
馬
漁
業
協
同
組
合
へ
配
置
し
て

い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
活
用
し
、
漁

業
分
野
に
お
け
る
６
次
産
業
化
に
向
け
た
研

究
、
魚
食
普
及
を
含
め
た
町
内
外
で
の
イ
ベ

ン
ト
・
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

昨
年
立
ち
上
げ
た
「
香
美
町
の
水
産
を
考

え
る
会
」
に
よ
る
、
本
町
の
漁
業
、
水
産
加

工
業
の
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た

め
の
再
興
構
想
に
基
づ
く
政
策
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

議
会
を
中
心
に
、
優
れ
た
資
質
と
品
位
を
併

せ
持
つ
美
方
郡
産
但
馬
牛
を
造
り
上
げ
た
育

種
改
良
技
術
の
世
界
・
日
本
農
業
遺
産
の
認

定
を
目
指
し
ま
す
。

▲木の駅に出荷する生産者

観
光
・
商
工
業
の
振
興

観
光
・
商
工
業
の
振
興

　

町
内
事
業
所
が
抱
え
る
後
継
者
対
策
や
販

路
拡
大
と
い
っ
た
経
営
上
の
諸
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、「
事
業
承
継
推
進
事
業
」
に
継

続
し
て
取
り
組
む
ほ
か
、「
地
域
産
業
活
性

化
人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金
」
に
よ
り
引

き
続
き
企
業
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

ま
た
、
起
業
・
創
業
す
る
意
欲
の
あ
る
事
業

者
へ
の
支
援
と
そ
の
拡
大
を
図
る
た
め
、「
創

業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」「
起
業
・
創
業
支
援
事

業
補
助
金
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
町
内
事
業
所
の
人
材
確
保
対
策
と
し

て
、
外
国
人
実
習
生
の
受
け
入
れ
や
空
き
家

問
題
の
解
決
を
図
る
観
点
か
ら
、
新
た
に
従

業
員
用
社
宅
と
し
て
必
要
と
な
る
改
修
経
費

を
補
助
す
る
「
社
員
住
宅
改
修
費
補
助
金
」

制
度
を
開
始
し
ま
す
。

▲創業支援セミナーの様子

　

神
戸
営
業
所
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
テ
レ

ビ
を
は
じ
め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
な
ど
へ
の
情

報
発
信
や
、
第
66
回
日
本
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
で
「
総
務
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た

香
美
町
観
光
ポ
ス
タ
ー
の
活
用
、
ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
広
告
に
よ
る
本
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を

図
る
と
と
も
に
、「
香
美
町
カ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」、

「
香
美
町
食
材
ホ
テ
ル
」
に
よ
る
特
産
物
の

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
東
部
１
市
４
町
と
美
方

郡
２
町
な
ど
で
構
成
す
る
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ

Ｏ
「
麒
麟
の
ま
ち
観
光
局
」
に
よ
る
広
域
観

光
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
外
国
語
版
Ｈ

Ｐ
の
管
理
、
外
国
人
観
光
客
の
動
向
調
査
分

析
を
継
続
実
施
し
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
拡

大
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
香
美
町
観
光
振
興
計
画
の
検
証
、

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
鳥

取
県
東
部
か
ら
京
都
府
北
部
ま
で
の
同
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
の
連
携
を
引
き
続
き

図
る
と
と
も
に
、
世
界
再
認

定
に
向
け
、
英
語
版
Ｈ
Ｐ
を

整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
ジ
オ
カ

ヤ
ッ
ク
指
導
者
講
習
会
・
検

定
会
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
ガ
イ
ド
養
成
等
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
の
普
及
・
推

進
の
取
組
を
積
極
的
に
展
開

し
ま
す
。

▲ジオカヤック指導者講習会の様子▲利用者が 10 万人を迎えた余部クリスタルタワー

　

昨
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
５
月
25
日
に

来
場
10
万
人
を
迎
え
、
順
調
な
入
り
込
み
を

続
け
て
い
る
「
空
の
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
余

部
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
」
は
、
道
の
駅
あ
ま

る
べ
の
第
２
駐
車
場
を
整
備
し
、
混
雑
の
緩

和
と
増
加
す
る
観
光
客
の
受
け
入
れ
に
対
応

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

ト
レ
イ
ル
協
議
会
に
参
加
し
、
余
部
か
ら
香

住
、
柴
山
、
佐
津
を
つ
な
ぐ
ト
レ
イ
ル
ル
ー

ト
の
整
備
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
ま
す
。
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火
災
に
伴
う
緊
急
放
送
に
つ
い
て

　

火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
美
方
広
域
消

防
本
部
か
ら
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
火
災

緊
急
情
報
を
放
送
し
ま
す
。

　

こ
の
放
送
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
の

安
全
を
守
る
大
切
な
放
送
の
た
め
、
自
動
的

に
最
大
音
量
で
流
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、火
災
緊
急
情
報
の
受
信
中
に「
緊

急
解
除
」
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
音
量
つ
ま
み

位
置
の
音
量
に
変
わ
り
ま
す
。

火
災
の
種
類
に
つ
い
て

　

火
災
緊
急
情
報
が
放
送
さ
れ
る
主
な
火
災

と
し
て
、「
建
物
火
災
」「
林
野
火
災
」「
そ

の
他
火
災
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
そ
の
他
火
災
と
は
、
建
物
火

災
と
林
野
火
災
に
分
類
さ
れ
な
い
火
災
の
こ

と
で
、
主
に
野
焼
き
な
ど
が
原
因
の
火
災
で

す
。
た
だ
し
、
火
災
の
原
因
が
野
焼
き
な
ど

で
も
、
近
く
に
あ
る
建
物
や
山
林
に
燃
え
移

る
と
、
建
物
火
災
ま
た
は
林
野
火
災
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

火
災
の
通
報
は
局
番
な
し
の
「
１
１
９
」

　

火
災
の
通
報
を
す
る
と
き
は
、
固
定
電
話

・
携
帯
電
話
と
も
に
局
番
な
し
の
「
１
１
９
」

で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

野
焼
き
は
、
法
律
に
よ
っ
て
厳
し
い
罰

則
「
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
０
０
０

万
円
以
下
（
法
人
は
３
億
円
以
下
）
の
罰
金
、

ま
た
は
こ
れ
ら
の
併
科
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
社
会
の
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上

の
行
事
、
農
業
・
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
焼
却
、
た
き
火
や
日

常
生
活
の
焼
却
で
軽
微
な
も
の
な
ど
は
例
外

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
確
実
に

火
が
消
え
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
引
き
続

き
支
給
で
き
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
た
め
、
６
月
１
日
現
在
の
状
況
に

つ
い
て
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、
６
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
す

で
に
送
付
し
て
い
る
現
況
届
に
必
要
事
項
を

記
載
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

　

６
月
29
日
（
金
）

　

※ 

未
提
出
の
ま
ま
２
年
が
経
過
す
る
と
、

時
効
に
よ
り
受
給
権
を
失
い
ま
す
。

提
出
書
類

①
現
況
届

②
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

　

※ 

受
給
者
の
年
金
が
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
な
ど
国
民
年
金
以
外
の
場
合

　

こ
の
ほ
か
状
況
に
応
じ
て
提
出
が
必
要
と

な
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

役
場
福
祉
課
・
各
地
域
局

提
出
期
限
を
お
忘
れ
な
く
！

児
童
手
当
の
現
況
届
出

児
童
手
当
の
現
況
届
出

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
防
災
安
全
課

火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
…

火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
…

▲児童手当・特例給付 現況届の見本

香住区 村岡区 小代区 合計

建物火災
1件

（0件）

0件

（2件）

0件

（0件）

1件

（2件）

林野火災
0件

（0件）

2件

（0件）

0件

（0件）

2件

（0件）

その他火災
1件

（3件）

4件

（1件）

1件

（0件）

6件

（4件）

（　）内は前年同期の件数

▼火災発生件数（本年 1月～ 5月）
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帝帝
た い し ゃ く じた い し ゃ く じ

釈寺釈寺　本堂　本堂

黒野神社　本殿、皇大神社黒野神社　本殿、皇大神社

八八
や は たや は た

幡幡神社　本殿、稲荷社、薬師堂神社　本殿、稲荷社、薬師堂

　4月 23 日（月）に開催した町教育委員会で町指定文化財として 3件の物件が新たに指定されました。

香住区下浜 599

構造形式…正面五間、側面五間、宝形造、桟瓦葺

年代…16世紀、明治前期改造

特徴… 明治に大改造が行われるも、主要な部材は残さ

れており 16世紀中期の建築様式を今に伝える

貴重な建物で、町内唯一である。

村岡区村岡 723-2

構造形式…本殿　 桁行三間、梁間二間、入母屋造、千

鳥破風付、軒唐破風付銅板

　　　　　皇大神社　一間社、入母屋造、鉄板葺

年代…本殿　明和 2年（1765 年）

　　　皇大神社　 寛文 11 年（1671 年）、元禄 3 年

（1690 年）・享和 2 年（1802 年）

修理

特徴… 神社本殿としての規模が大きいこと、構造・彫

刻が上質であることに加えて、一つ屋根の下に

身舎と庇、あるいは本体と向拝を一体的に作る

という通常の神社本殿形式の枠に収まらない優

れた建物である。皇大神社は神社本殿北西に位

置する境内社である。建立時期は本殿とほぼ同

小代区貫田 522

構造形式…本殿　 一間社流造、千鳥破風付、軒唐破風

付、柿葺

　　　　　稲荷社　 正面一間、側面二間、正面入母屋

造、背面切妻造、正面軒唐破風付、

板葺

　　　　　薬師堂　 正面一間、背面四間、側面三間、

宝形造、鉄板葺

年代…本殿　文化 12年（1815 年）

　　　稲荷社　寛政 7年（1795 年）

　　　薬師堂　19世紀中期

特徴… それぞれの建築にそれぞれ特徴があり、本町の

神社建築の特徴の一つである「本殿・境内社・堂」

のセットが保存状態よく残されており、この地

時期と考えられる。小ぶりながら均整のとれた

美しい建物であり、黒野神社の構成要素として

欠かせないものである。

域の本殿・境内社・堂が人々の集う「場」とし

ての役割があったことを示す貴重な建物群であ

る。

●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

新たに指定しました！

町指定文化財の指定町指定文化財の指定

▲右から本殿、稲荷社、薬師堂
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福
祉
医
療
と
は
、
乳
幼
児
や
小
・
中
・
高

校
生
世
代
、
母
子
・
父
子
家
庭
、
障
害
者
、

高
齢
者
な
ど
の
う
ち
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
皆
さ
ん
の
医
療
保
険
診
療
に
お
け
る
自
己

負
担
分
の
一
部
（
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
は

全
額
）
を
、
県
や
町
で
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
新
た
に
受
給
資
格
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地
域
局
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

① 

他
市
町
か
ら
転
入
し
て
申
請
手
続
き
が
済

ん
で
い
な
い
人

② 

受
給
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
る
が
未
申

請
の
人

※ 

申
請
手
続
き
に
は
、
印
鑑
と
健
康
保
険
証

な
ど
が
必
要
で
す
。

　

本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
で
次
の
①

〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
平

成
30
年
度
（
平
成
29
年
分
）
所
得
課
税
証
明

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

① 

平
成
30
年
１
月
２
日
以
降
に
町
内
に
転
入

し
た
場
合

② 

扶
養
義
務
者
な
ど
が
町
外
に
在
住
し
て
い

る
場
合

③ 

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
香
美
町
で
所
得

課
税
状
況
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合

※ 

受
給
資
格
審
査
に
は
平
成
29
年
中
の
所
得

要
件
の
確
認
が
必
要
で
す
。
所
得
申
告
を

し
て
い
な
い
人
や
所
得
申
告
が
必
要
の
な

い
人
も
、
受
給
資
格
審
査
の
た
め
に
早
急

に
役
場
税
務
課
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学
校

な
ど
に
お
け
る
負
傷
や
疾
病
に
対
す
る
診

療
に
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

か
ら
「
災
害
共
済
給
付
」
が
行
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
原
則
と
し
て
受
給

者
証
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

② 

他
の
公
費
負
担
医
療
の
給
付
を
受
け
ら
れ

る
場
合
は
、
福
祉
医
療
制
度
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

③ 

転
居
、
転
出
、
世
帯
構
成
の
異
動
、
所
得

の
修
正
申
告
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
受

給
資
格
変
動
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
届
け

出
が
必
要
で
す
。

④ 

県
外
の
保
険
医
療
機
関
な
ど
で
は
受
給
者

証
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
保
険
証
の

み
で
受
診
後
、
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地

域
局
で
申
請
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
が
助

成
さ
れ
ま
す
。

　

 

申
請
の
際
に
は
、
領
収
書
の
原
本
、
印
鑑
、

健
康
保
険
証
、
受
給
者
証
、
振
込
口
座
の

分
か
る
も
の
、
個
人
番
号
、
申
請
者
本
人

が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑤ 

保
険
給
付
の
対
象
外
の
も
の
に
は
助
成
さ

れ
ま
せ
ん
（
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
食
事
代
、

文
書
料
な
ど
）。

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局

青
色
の
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

７
月
１
日
か
ら
福
祉
医
療
の
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

７
月
１
日
か
ら
福
祉
医
療
の
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

６
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送

６
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送

新
た
に
受
給
資
格
を
有
す
る
人

新
た
に
受
給
資
格
を
有
す
る
人

所
得
課
税
証
明
書
の
提
出
が
必
要
な
人

所
得
課
税
証
明
書
の
提
出
が
必
要
な
人

受
給
者
証
を
使
用
す
る
際
の
注
意
点

受
給
者
証
を
使
用
す
る
際
の
注
意
点

　

現
在
お
持
ち
の
「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

（
桃
色
）」
の
有
効
期
限
は
、６
月
30
日
（
土
）

で
す
。

　

受
給
資
格
審
査
の
結
果
、
引
き
続
き
受
給

資
格
の
あ
る
人
に
は
、
６
月
下
旬
に
新
し
い

受
給
者
証
（
青
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。
７
月

か
ら
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
健
康
保
険
証

な
ど
と
一
緒
に
医
療
機
関
な
ど
へ
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
該
当
し
な

い
人
に
は
、
非
該
当
の
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

平
成
平
成
3030
年
度
香
美
町
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン

年
度
香
美
町
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン

早
お
き
早
ね
朝
ご
は
ん　

こ
ま
め
に
動
い
て　

早
お
き
早
ね
朝
ご
は
ん　

こ
ま
め
に
動
い
て　

健健
け

ん

こ

う

け

ん

こ

う口口
生
活
【
運
動
編
】

生
活
【
運
動
編
】

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン
の「
こ
ま
め
に
動
い
て
」

は
「
身
体
活
動
量
・
運
動
を
増
や
す
」
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

家
事
、
庭
仕
事
、
通
勤
の
た
め
の
歩
行
な

ど
日
常
生
活
で
の
活
動
や
余
暇
に
行
う
趣
味

・
レ
ジ
ャ
ー
活
動
、
運
動
な
ど
の
全
て
が
身

体
活
動
で
す
。

　

毎
日
の
家
事
や
仕
事
が
忙
し
く
て
、
な
か

な
か
運
動
を
す
る
時
間
が
取
れ
な
い
と
い
う

人
が
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
身
体
活
動
量

・
運
動
を
増
や
す
こ
と
は
、
生
活
習
慣
病
を

防
ぐ
た
め
に
大
切
な
こ
と
の
一
つ
で
す
。

　

通
勤
・
買
い
物
で
歩
く
、
階
段
を
上
が
る
、

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
な
ど
、
状
況
に
応

じ
て
体
を
動
か
す
こ
と
を
日
常
生
活
に
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

具
体
的
に
は
、
有
酸
素
運
動
の
「
歩
行
」

を
中
心
に
身
体
活
動
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

「
１
日
１
万
歩
」
を
目
標
に
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
が
、
平
成
28
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
の
結
果
、
成
人
の
歩
数
の
平
均
値
は
、
男

性
６
９
８
４
歩
、
女
性
６
０
２
９
歩
で
す
。

当
面
あ
と
１
０
０
０
歩
増
や
す
こ
と
が
目
標

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
基
礎
代
謝
量
を
増
加
さ
せ
る
。

②
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
。

③
糖
尿
病
の
予
防
に
な
る
。

④
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
効
果
が
あ
る
。

⑤ 

免
疫
力
が
高
ま
り
、
風
邪
な
ど
の
感
染
症

に
か
か
り
に
く
く
な
る
。

⑥
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
を
低
く
す
る
。

⑦
骨
を
丈
夫
に
す
る
。

　

さ
ら
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
生
活
の
質

の
改
善
に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

き
ま
し
ょ
う
。
掃
除
機
が
け
は
、
腰
を
落
と

し
て
、
腕
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
て
行
う
と
、

全
身
を
使
う
運
動
に
な
り
ま
す
。
窓
拭
き
や

お
風
呂
掃
除
も
同
様
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

週
末
に
は
、
息
が
弾
む
よ
う
な
運
動
を
30

分
以
上
行
う
こ
と
を
目
標
に
、
楽
し
く
継
続

で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

本
町
の
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
参
加
す
る

の
も
お
勧
め
で
す
。

高
齢
者

　

年
を
重
ね
て
も
、
適
切
な
筋
力
運
動
を
行

え
ば
筋
力
を
増
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

無
理
を
せ
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
続
け
て
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
ど

の
筋
肉
を
動
か
し
て
い
る
か
を
意
識
し
て
行

う
と
効
果
的
で
す
。
散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
20
分
程
度
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
お
勧
め
の
運

動
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
と
片
足
立
ち
で
す
。

　

ス
ク
ワ
ッ
ト
は
、
深
呼
吸
を
す
る
ペ
ー
ス

で
５
〜
６
回
、
１
日
３
セ
ッ
ト
が
目
安
で
す
。

難
し
い
場
合
に
は
椅
子
に
腰
掛
け
、
机
に
手

を
つ
い
て
立
ち
座
り
の
動
作
を
繰
り
返
し
ま

し
ょ
う
。
片
足
立
ち
は
、
床
に
着
か
な
い
程

度
に
片
足
を
上
げ
て
左
右
１
分
ず
つ
、
１
日

３
回
が
目
安
で
す
。
必
ず
つ
か
ま
る
も
の
が

あ
る
と
こ
ろ
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
、
１
回
10
分
程
度
の
軽
い
運
動
を
、

何
回
か
に
分
け
て
行
う
こ
と
で
も
、
効
果
は

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
て
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
、
児
童
、
生
徒

　

屋
外
で
遊
び
、
体
力
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。
屋
内
で
遊
ぶ
よ
り
、
屋
外
で
遊
ぶ
方
が

運
動
量
は
多
く
な
り
ま
す
。
天
気
の
よ
い
日

は
屋
外
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
よ
く
眠
れ
、

食
欲
も
で
ま
す
。
ま
た
日
光
に
当
た
る
こ
と

で
骨
を
強
く
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

成
人

　

今
よ
り
１
日
に
１
０
０
０
歩
、
歩
く
時
間

に
し
て
10
分
増
や
し
、
体
を
動
か
す
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
日
々
の
生
活
の
中
に
少

し
ず
つ
運
動
を
取
り
入
れ
、
歩
数
計
を
つ
け

て
記
録
す
る
と
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

簡
単
に
で
き
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
お
勧
め

は
、
早
歩
き
と
掃
除
で
す
。

　

早
歩
き
は
、
い
つ
も
よ
り
少
し
速
度
を
速

め
て
歩
き
ま
す
。
姿
勢
を
正
し
、
大
股
で
歩

運
動
の
効
能

運
動
の
効
能

身
体
活
動
量
の
増
や
し
方

身
体
活
動
量
の
増
や
し
方

世
代
ご
と
の
運
動
の
ポ
イ
ン
ト

世
代
ご
と
の
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
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●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

学校間スーパー連携チャレンジプラン学校間スーパー連携チャレンジプラン

　5月 17 日、小代小学校で小代小 3年生と村岡小 3年生の

合同授業を行いました。

　この日は算数の学習をしました。授業の始めに全員で「め

あて」を確認した後、児童は 2校混合の 6つの班に分かれ、

算数の文章問題に取り組みました。

　学習の中で子どもたちは、自分の考えと友達の考えを討議

し合いながら、式や図などをホワイトボードに記入し、解答

を導き出しました。授業のまとめでは、学習の成果を全員で

確認し合いました。

　学力向上ステップアップ授業は、複数の教員が授業に関わ

ることで、子どもたちが理解できるまで個別指導に取り組む

ことができます。

　チャレンジプランでは小規模校のよさを生かしつつも、教

科、単元によって学習効果の見込まれる最適な人数による授

業形態を工夫するなど、複数の教員が協力して作り上げてい

ます。

　小規模校の課題と思われがちな人間関係の固定化、社会性の不足などの不安面を克服するためにスタートし、

6年目を迎えた学校間スーパー連携チャレンジプラン。

　指導者自身も他校園所の指導者から学び、自らの授業の改善や資質を向上させる機会として生かしています。

学力向上ステップアップ授業

　この取組は、町内の公立幼稚園・保育所・こども園の 11園所が 5つのグループで集まり、集団遊びや交流

を行うものです。下の写真は、5月 9日に小代認定こども園で開催したわくわく交流会の様子です。

　子どもたちは、多人数で遊ぶ楽しさやたくさんの仲間がいることを知ることができたり、自分の思いや考え

を伝えたりすることができました。

就学前わくわく交流会

▲複数の教員が関わり、個別指導に取り組む様子

▲自分の考えや友達の考えを討議し合う様子
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
鍛
治
本
美
和
で
す
。

　

移
住
生
活
２
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
今
年

の
降
雪
期
は
、
毎
日
が
雪
か
き
で
し
た
。
初

め
て
経
験
す
る
雪
か
き
は
、
最
初
は
楽
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
…
。
そ
こ

で
、
各
地
で
「
除
雪
を
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
し

て
捉
え
よ
う
」
と
い
う
活
動
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
私
も
日
本
ジ
ョ
セ
サ
サ
イ
ズ
協
会
サ

ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
に
参
加
し
て
、
本
町
で

ジ
ョ
セ
サ
サ
イ
ズ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営

や
県
主
催
の
移
住
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
に
参
加

し
、
移
住
希
望
の
皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
な
お

話
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
結
婚
を
機
に
都
市

部
か
ら
本
町
に
移
住
さ
れ
た
２
人
の
女
性
が

開
催
さ
れ
た
「
教
育
情
報
×
ヨ
ガ
教
室
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
育
情
報
×
ヨ
ガ
教
室
は
、
毎
日
頑

張
っ
て
い
る
女
性
の
た
め
に
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
素
敵

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
２
人
の
姿

を
見
て
、
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
こ
の

町
で
頑
張
っ
て
い
る
人
、
頑
張
ろ
う
と
し
て

い
る
人
を
応
援
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、４
月
14
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た「
柴

山
あ
さ
い
ち
屋
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
特
製
の
ノ
ド
グ
ロ
魚
醤

を
使
っ
た
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
の
販
売
を
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
香
美
町
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
の
や
っ
て

み
た
い
こ
と
に
少
し
で
も
一
緒
に
参
加
し
、

盛
り
上
げ
て
い
き
な
が
ら
定
住
の
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
空
き
家
な
ど
の
利
活
用
を
お
考

え
の
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
役
場
企
画
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▲柴山あさいち屋で協力隊特製のシーフードカレーを販売しました。

香美町香美町
　地域おこし協力隊　地域おこし協力隊
　　　　　　　日記　　　　　　　日記

第15話第 15話

　皆さん、こんにちは。香美町役場神戸営業所

の北村です。

　連載第 11回目は、第 66回日本観光ポスター

コンクールで最高賞に次ぐ「総務大臣賞」とオ

ンライン部門「第 2位」のダブル受賞につい

てお知らせします。

　昨年度、神戸営業所の事業として製作に取り組ん

だ香美町観光ポスターが、第66回日本観光ポスター

コンクールで、「総務大臣賞」と「オンライン部門

第 2位」のダブル受賞をしました。

　これまでのポスターとは少し違った視点から、「香

美町の美しく誇るべき風景」を前面に押し出し、旅

情を誘うポスター製作を目指しました。

　平成 28 年 11 月にこの企画を提案してから、今

年の 1月にポスターが完成するまでの間、この製

作に本当に膨大な時間とパワーを費やしました。写

真撮影の天候に恵まれない、デザイン構成の根本的

な見直しなど、いろいろと難しい局面もありました。

　製作過程を振り返って、今でも思うのは、「角田

先生にエッセイを依頼すると決めたものの、よく本

当に角田先生にたどり着くことができたなあ」とい

う思いです。つてがなく困っている私に、角田先生

に接触する筋道を照らしてくれた福井県立図書館の

島田さん、角田先生に実際に引き合わせてくれた新

潮社の上田さんには本当に感謝しています。

　また、町出身者として、写真に香美町の雰囲気を

うまく漂わせてくれたカメラマンの吉村さん、色調

やデザインの細かい部分まで膨大な時間をかけて話

し合ったデザイナーの田中さん、最高のエッセイを

このポスターに寄稿いただいた角田先生。このプロ

ジェクトに関わっていただいたすべての皆さんの力

が結集して今回の受賞に導かれていったのだなと感

じています。

　オンライン投票でも 1,728 票という多くの投票

をいただきました。この数字の多くは町民の皆さん

によるものと捉えています。改めて応援いただいた

ことに感謝します。

　この入賞により、今夏シーズンに全国の主要駅、

空港などにコンクール入賞作品として掲示され、「香

美町」の全国的な知名度の獲得が期待されます。本

町としても受賞だけにとどまらず、さらなる観光誘

客につなげる効果的な活用方法を、夏シーズンに向

けて展開していく予定です。

　今後、町内でもさまざまな場所で掲示していきま

す。見かけられたときは、ポスター写真とエッセイ

をじっくりと味わってみてくださいね。

こちら香美町役場
神戸営業所です
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家
事
援
助
事
業
の
ご
紹
介 ●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

こ
の
事
業
は
、
介
護
保
険
制
度
の
も

と
一
定
の
研
修
を
受
け
た
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
、
高
齢
者
の
自

宅
を
訪
問
し
、
掃
除
や
買
い
物
、
調
理

な
ど
日
常
生
活
で
不
自
由
に
な
っ
て
い

る
家
事
を
支
援
す
る
介
護
予
防
事
業
の

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
の
１
つ
で
す
。

　

利
用
対
象
者

① 

要
介
護
認
定
で
要
支
援
１
、
２
の
認

定
を
受
け
た
人

②
事
業
対
象
者
と
判
定
さ
れ
た
人

※ 

事
業
対
象
者
と
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
な
ど
で
要
支
援
相
当
と
判
定

さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人

利
用
者
負
担

※ 

一
定
所
得
以
上
の
人
（
介
護
保
険
負

担
割
合
証
が
２
割
の
人
）
は
料
金
が

２
倍
と
な
り
ま
す
。

※ 

利
用
回
数
は
週
２
回
ま
で
。
１
回
の

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
時
間
は
１
時
間
以
内

利
用
方
法

　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
支
援
計
画
）

を
作
成
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
利
用
頻
度
な
ど
を

調
整
し
ま
す
。

家
事
援
助
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

　

シ
ル
バ
ー
会
員
に
登
録
し
、
家
事
援

助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
で
き
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
30
日
（
月
）
と
８
月
６
日
（
月
）

に
家
事
援
助
ス
タ
ッ
フ
研
修
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
活
躍
が
本
町
の
介
護
予
防
事

業
の
力
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
美
方
郡
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
７
９
６
・
99
・

２
８
２
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
時
期
は
、
た
め
池
、
山
崩
れ
、
地

滑
り
な
ど
の
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

万
一
に
備
え
て
、
た
め
池
や
裏
山
な
ど

の
危
険
な
箇
所
を
見
て
回
る
ほ
か
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
避
難
場
所
や
避

難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
山
に
入
る

こ
と
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
山

地
災
害
の
危
険
信
号
で
あ
る
８
つ
の
こ
と

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

６
月
は
「
豊
か
な
む
ら
を
災
害

６
月
は
「
豊
か
な
む
ら
を
災
害

か
ら
守
る
月
間
」
で
す
！

か
ら
守
る
月
間
」
で
す
！

●
山
地
災
害
８
つ
の
危
険
信
号

① 

川
が
濁
り
、
木
の
枝
な
ど
が
混
ざ
り
は

じ
め
た
！

↓ 

上
流
で
山
崩
れ
の
発
生
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

② 

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位

が
下
が
っ
た
！

↓ 

山
崩
れ
が
川
の
水
を
せ
き
止
め
、
氾
濫

の
危
険
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

③ 

山
の
木
が
傾
き
斜
面
に
亀
裂
が
走
っ
た
！

↓ 

地
滑
り
や
山
崩
れ
の
前
触
れ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

④ 

山
の
斜
面
か
ら
石
が
転
が
り
落
ち
て
き
た
！

↓
山
崩
れ
の
前
触
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑤ 

今
ま
で
枯
れ
た
こ
と
の
な
い
湧
き
水
が

止
ま
っ
た
！

↓ 

地
下
水
の
流
れ
が
変
わ
り
、
地
滑
り
の

前
触
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑥
湧
水
の
量
が
急
に
増
え
た
！

↓ 

地
下
水
の
流
れ
が
変
わ
り
、
地
滑
り
の

前
触
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑦ 

普
段
澄
ん
で
い
る
沢
や
井
戸
の
水
が

濁
っ
て
き
た
！

↓ 

上
流
の
沢
の
山
崩
れ
が
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

⑧
「
地
鳴
り
」
が
聞
こ
え
て
き
た
！

↓ 

普
段
聞
き
慣
れ
な
い
音
は
、
山
崩
れ
発

生
の
サ
イ
ン
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

問い合わせ先　役場農林水産課

区　分 利用料

平日 8時～ 18時 170 円／ 1時間

平日 6時～ 8時
平日 18時～ 22時
土日祝日および年末年始

200 円／ 1時間

初回加算
100 円
（初回のみ）

交通費加算 30円／ 1回

▼利用料



11 －広報 ふるさと香美 2018.6

フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

【事例】

　「電気の小売り自由化で電力会社を選べるよう

になった。あなたの電気料金が今より安くなる」

と勧誘され、3ヵ月前に新たな電力会社と契約し

た。

　契約時に説明があったとおり、初月は事務手数

料 3,000 円が加算されて契約前より高い請求額

だったが、翌月になっても下がらなかった。業者

は「安価にするため」と明細書を発行しないので、

詳細が分からない。

　不審に感じて昨年同月の請求書を見ると、使用

量は昨年より少ないのに請求額は高くなっている。

　業者に苦情を伝え、解約を申し出たら「違約金

は発生しない」と言われたが、どうしても納得で

きない。

【ひとことアドバイス】

◆ センターが業者に確認した結果、業者の手違

いにより、2ヶ月目も初回事務手数料を引き

落とされていたことが分かりました。

◆ 業者は基本料金の割引などで安くなっている

と主張しましたが、手違いの手数料を引いて

も、料金は高くなっていました。

◆ 相談者には「解約料は発生しない」と説明し

ておきながら、センターには「解約料は請求

する」と主張するなど、ずさんな対応が浮き

彫りになりました。

◆ 勧誘時に具体的な価格や安くなる根拠などの

説明をしっかりと求め、よく考えてから契約

しましょう。

アドバイス】

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

電気料金が安くなるならと契約し…
～安くなってなかった電気料金～～安くなってなかった電気料金～

　皆さんは日ごろ、生ごみを出すとき、水切りをさ

れているでしょうか？

　家庭から出される燃やすごみのうち、生ごみは約

4割であり、生ごみの水分量は実に 70～ 80％にも

上っています。

　生ごみに水分が多いと悪臭を発したり、ごみ処理

施設で焼却処理するときにも燃やす時間が長くなる

ため、二酸化炭素が増えることになります。

　生ごみを出すときに水切りを行うことで、ごみの

容量が減り、ごみ袋のサイズを減らすことができま

す。

　環境にも家計にもやさしいごみ出しに、ご協力を

お願いします。

　町では、生ごみの自家処理を促進し、一般家庭か

ら排出される生ごみの減量およびごみ減量化に対す

る町民の意識高揚を図ることを

目的に、今年度から電動式生ご

み処理機の購入費の補助を行っ

ています。詳しくは町ＨＰをご

覧ください。

　まず、水にぬらさないことが重要です。野菜など

は使えない部分を切り落としてから洗うようにしま

しょう。

　三角コーナーで水切りを行っていても、流しがぬ

れているときは逆効果になる

場合があるので注意してくだ

さい。

　水きりネットで最後にひと

絞りを行うとさらに効果的で

す。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

水切りの徹底をお願いします！水切りの徹底をお願いします！

水切りのコツ水切りのコツ

生ごみ処理機の購入を補助します！生ごみ処理機の購入を補助します！
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■
編
集
後
記
■

　

清
流
矢
田
川
に
ア
ユ
が

躍
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
村
岡

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
た
「
第
12
回
香
美

町
軟
式
少
年
野
球 

春
季

大
会
」
の
様
子
で
す
。

　

当
日
は
、
町
内
の
４
つ

の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
絶
好
の
野
球
日
和

の
中
、
各
チ
ー
ム
と
も
白

熱
し
た
戦
い
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
香
住
ス

リ
ー
ス
タ
ー
ズ
の
主
将
は

「
僕
た
ち
は
野
球
が
大
好

き
で
す
。
野
球
の
楽
し
さ

を
教
え
て
く
れ
た
、
監
督
、

コ
ー
チ
、
保
護
者
、
チ
ー

ム
メ
イ
ト
に
感
謝
し
て
、

て
っ
ぺ
ん
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

　

勝
ち
負
け
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
や
同
じ
目
標
に

向
か
い
、
全
員
で
努
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
）

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
受
賞
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

上
田
彬よ

し

お雄
（
村
岡
区
宿
）

　

春
の
褒
章
・
藍
綬
褒
章

　

更
生
保
護
功
績
（
保
護
司
）

　

平
成
７
年
か
ら
保
護
司
の
委
嘱
を
受

け
、
美
方
郡
保
護
司
会
会
長
も
歴
任
。

元
香
住
第
一
中
学
校
・
村
岡
小
学
校
校

長
、
旧
村
岡
町
教
育
長
。

　

今
回
の
受
章
に
あ
た
り
「
子
ど
も
た

ち
や
地
域
な
ど
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。
目
立
た
な
い
が
地

道
な
活
動
を
続
け
、
１
人
で
も
多
く
の

人
に
保
護
司
の
役
割
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

佐
藤
尚し

ょ

う

む武
（
香
住
区
浜
安
木
）

　

春
の
叙
勲
・
瑞
宝
単
光
章

　

消
防
功
労

　

昭
和
45
年
１
月
に
旧
香
住
町
消
防
団

に
入
団
、
平
成
17
年
８
月
か
ら
香
美
町

消
防
団
副
団
長
を
歴
任
。

　

今
回
の
受
章
に
あ
た
り
「
勤
務
先
の

経
営
者
の
理
解
が
あ
り
、
消
防
団
員
と

し
て
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
感

無
量
で
す
。
現
役
の
団
員
の
皆
さ
ん
に

は
地
域
住
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に
訓

練
を
積
ん
で
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

吉
田
ユ
リ
（
香
住
区
森
）

　

国
民
宿
舎
職
員
勤
続
10
年
表
彰

㈱
西
山
工
務
店
（
香
住
区
森
）

　

町
道
余
部
御
崎
線
の
地
域
の
環
境
整

備
な
ど
に
係
る
町
長
感
謝
状

浦
邊
啓
太
（
公
立
香
住
病
院
長
）

　

兵
庫
県
健
康
功
労
賞

奥
田
清き

よ

み美
（
公
立
香
住
病
院
看
護
師
）

　

病
院
職
員
表
彰
・
兵
庫
県
知
事
感
謝
状

わ
が
地
区
の
は
ず
れ
に
佇
む
公
衆
電
話
誰
使
わ
ず
と
も
存
在

感
も
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

朝
日
う
け
夕
陽
も
受
け
る
蛙
島
沖
ゆ
く
船
の
無
事
を
み
と
ど

け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

集
ま
り
て
唱
歌
を
唄
う
老
女
ら
に
春
の
陽
ざ
し
も
来
て
遊
び

た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

夕
闇
の
さ
さ
ゆ
り
と
姉
わ
す
れ
え
ぬ
遠
き
日
に
あ
る
憧
憬
の

記
憶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

わ
が
里
は
昔
も
今
も
百
軒
余
り
春
の
河
原
に
野
焼
き
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 
冨
美
代

五
月
晴
れ
椎
の
若
葉
の
樹
冠
よ
り
ふ
く
ろ
う
三
声
仏
法
僧
と

啼
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

か
か
わ
り
も
少
な
く
な
り
て
い
よ
よ
息
子
の
遠
く
な
り
た
り

欠
け
て
ゆ
く
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

花
水
木
の
白
さ
引
き
立
つ
雨
上
が
り
の
今
朝
の
澄
み
た
る
真

青
な
空
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 

明
美

わ
が
庭
の
葉
蘭
を
な
べ
て
食
い
し
鹿
凍
て
つ
く
今
宵
い
か
に

眠
る
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

　
　

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　
　
　

毎
月
第
二
木
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

香
住
短
歌
会



13 －広報 ふるさと香美 2018.6

（平成 30年 5月 20 日現在、順不同）

行政区 氏名 性別 保護者 出生日

※ このコーナーは、4.21 ～ 5.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

行政区 氏名 性別 死亡日

※ このコーナーは、4.21 ～ 5.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

まちのうごき
（平成 30 年 5 月 1 日現在）

人　口 18,005 人　（－ 20）

男 8,588 人　（－ 21）

女 9,417 人　（ 1）

世帯数 6,638 世帯（ 16）

（　）内は前月比

　星のこと、宇宙のこと、スタッフがお手伝
いします。ぜひご来館ください。
とき
6 月 23 日（土）、7月 14日（土）
いずれも受付 19:00 ～、観望 19:30 ～
ところ
香住天文館（香住区一日市 47）
※ 雨や曇りの場合は館内で映像鑑賞をします
問い合わせ先
町教育委員会香住区生涯学習センター
（香住区中央公民館）

　　香住天文館香住天文館

「星をみる会」のご案内「星をみる会」のご案内
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4 月 28 日、香住区内

4月 29日、駅前コミュニティセンター

4月 18日、香住文化会館

4月 22日、23日、香住区訓谷

第 5回香住・ジオパークフルマラソン大会 １人暮らし高齢者給食弁当作り

香りの花フェスタ 2018・第 13 回訓谷オープンガーデンフェスタ駅前区 100 周年記念式典

　日本海の壮大な景色や潮の香りを肌で感じながら

マラソンを楽しんでもらおうと「第 5回香住・ジ

オパークマラソン大会」が開催されました。

　香住漁港西港を発着点として、フルマラソンや途

中下車コース（33・551㎞）など 4種目に全国か

ら 2,132 人が出場しました。

　5㎞の部門2位となった中村静花さん（9歳）は「折

り返してからしんどかったけど、楽しかった。来年

は優勝を狙いたいです」と語ってくれました。

　区制 100 周年の節目を記念しようと、JR 香住駅

周辺の駅前区で「駅前区制 100 周年記念式典」が

開催されました。

　明治 44年に完成した「香住駅」を中心に発展し

てきた駅前区は、大正 7年に 29戸で誕生。現在で

は 270 戸を超える世帯数となっています。

　橘康
やす の ぶ

信区長は「先輩たちが積み重ねてきたこの

100 年を振り返り、次の 100 年に向けて、区民の

皆さんとともに住みよい町づくりに努力したいで

す」と語ってくれました。

　1人暮らしの高齢者の見守りと地域のつながりを

深めようと香住区民生委員児童委員会が「一人暮ら

し高齢者給食弁当作り」を行いました。

　この日は、旬の食材であるハタハタの南蛮漬けや

ちらし寿司、小芋やかぼちゃ、高野豆腐など、約

200 人分を調理し、高齢者宅に届けました。

　同女性部の寺川晴美部長は「皆さんが心待ちにし

ているので、今後も継続していきたい」と語ってく

れました。

　住民の花作りに関する関心を高め、地域活性化を

図ろうと「香りの花フェスタ2018・第13回佐津オー

プンガーデンフェスタ」が開催されました。

　訓谷区内の個人宅など 6ヵ所の庭が公開され、

ガイドツアーが行われたほか、寄せ植え実習や苔玉

・盆景作りも行われました。

　親子で参加された女性は「我が家の庭作りの参考

にと思い、来ました。とても楽しいです」と語って

くれました。

▲式典で石碑を除幕した浜上町長（左）と橘区長（中央）

▲日本海の雄大な景色を楽しみながら、海岸沿いを走るランナー ▲旬の食材を使い弁当を作る女性部の皆さん

▲色とりどりの花が咲いた庭を鑑賞する来訪者
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

5 月 7日、コウノトリ但馬空港

▲関係者に出迎えられ、初就航機を降りる乗客 ▲ヤマメのつかみ取りを楽しむ来場者

▲わかめ刈り体験を楽しむ来場者▲手植え体験をする村岡中学校の生徒

5 月 8日、村岡区和佐父・西ヶ岡棚田

5月 4日、小代区秋岡・もみじ広場

5月 6日、今子浦海水浴場

ATR 初就航記念式典 第 31 回小代渓谷まつり

第 11 回今子浦わかめまつり田植え体験

　但馬空港と伊丹空港間の路線で新たに運航開始と

なる新型機 ATR42-600 の初就航を記念して「ATR

初就航記念式典」が開催されました。

　歓迎セレモニーとして、消防放水による歓迎や到

着客のお出迎えなどを行った後、初就航を記念した、

くす玉開披などの記念式典が行われました。

　井戸敏三兵庫県知事は「団体客などの利用者の増

加を期待します。今後は羽田空港への直行便の実現

を目指したい」とあいさつをされました。

　地元が誇る棚田での農作業を通して、地元産のコ

メに親しみ、地域の人との交流を図ろうと、村岡中

学校 1年生 37人と射添小学校 4年生 9人が、田植

え体験をしました。

　生徒たちは冷たい水や慣れない泥の感触に戸惑い

ながらもコシヒカリの稲を手で植えつけました。

　初めて田植えを体験した今木悠
はる

さん（12歳）は「水

が冷たくて、米作りの大変さが分かりました。秋の

収穫が楽しみです」と語ってくれました。

　清流矢田川に親しんでもらおうと「第 31回小代

渓谷まつり」が開催されました。

　もみじの新緑につつまれた会場では、ヤマメ釣り

大会やヤマメのつかみ取り、但馬牛の当たるじゃん

けん大会などが行われ、訪れた家族などが楽しみま

した。

　じゃんけん大会で但馬牛を当てた水間一
か ず さ

颯くん

（8歳）は「お肉は家族に自慢してから食べたいです」

と嬉しそうに語ってくれました。

　今子浦の魅力をアピールしようと「第 11回今子

浦わかめまつり」が開催されました。

　来場者は、地元指導者のもと、長さ約 3ｍの鎌

を使ったわかめ刈りの体験やわかめ鍋、わかめのみ

そ汁など春の磯の幸を味わいました。

　大阪府から家族で参加した谷
たに さ き

向航
こう よ う

洋さん（13歳）

は「初めて香住に来ました。刈ったわかめはみそ汁

にして食べたいです。海がとても好きなので楽しい

です」と語ってくれました。
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▲水揚げされた大量のスズキ

▲スズキのムニエル

　

さ
て
、
今
回
ご
紹
介
す
る
魚
は
筆
者
で
あ

る
私
の
苗
字
が
「
鈴
木
」
だ
け
に
「
ス
ズ
キ
」

で
す
。

　

ス
ズ
キ
は
日
本
各
地
に
分
布
し
て
お
り
、

日
本
人
に
な
じ
み
の
あ
る
魚
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
語
源
は
、
す
す
い
だ
よ
う
に
身
が

白
い
こ
と
か
ら
、「
す
す
ぎ
」
が
転
じ
て
「
ス

ズ
キ
」
と
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

確
か
に
、
刺
身
に
す
る
と
き
れ
い
で
透
明
な

白
色
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
リ
の
よ
う

に
成
長
す
る
に
つ
れ
て
呼
び
名
が
変
わ
る
出

世
魚
で
も
あ
り
ま
す
。
関
東
で
は
、
１
年
魚

を
セ
イ
ゴ
、
２
年
魚
を
フ
ッ
コ
、
そ
し
て
３

年
以
上
を
ス
ズ
キ
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
香
住

で
は
、
小
さ
な
も
の
は
ハ
ネ
ま
た
は
コ
バ
ネ

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

１
年
を
通
し
て
、
全
国
各
地
で
水
揚
げ
さ

れ
ま
す
が
、
旬
は
や
は
り
夏
。
ス
ズ
キ
は
白

身
の
淡
白
な
味
わ
い
が
大
き
な
特
徴
で
す
が
、

夏
に
脂
の
乗
り
が
良
く
な
り
ま
す
。
香
住
の

人
た
ち
が
夏
の
ス
ズ
キ
は
お
い
し
く
な
る
と

口
を
そ
ろ
え
る
理
由
が
わ
か
り
ま
す
。
夏
場

に
、
洗
い
や
刺
身
で
食
す
と
そ
の
白
く
透
き

通
っ
た
身
か
ら
は
涼
を
感
じ
、
同
時
に
舌
か

ら
は
旨
味
が
伝
わ
る
、
何
と
も
ぜ
い
た
く
な

魚
で
す
。
さ
ら
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
促

進
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
名
実
と
も
に
夏
が
似
合
う
魚
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
塩
焼
き
や
ム
ニ
エ
ル
に
し
て
食
べ

る
の
が
好
き
で
す
。
ム
ニ
エ
ル
は
皮
が
パ
リ

パ
リ
に
な
る
く
ら
い
ま
で
焼
く
と
お
い
し
さ

倍
増
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
ス
ズ
キ
。

香
住
漁
港
で
も
、
比
較
的
安
定
し
て
水
揚
げ

さ
れ
る
魚
で
す
の
で
、晩
御
飯
に
私
「
鈴
木
」

を
食
卓
に
招
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

おさかな通信
香美町 魚

とと

の参…スズキ

　皆さん、こんにちは。「香美町とと活隊」の鈴木俊哉です。　皆さん、こんにちは。「香美町とと活隊」の鈴木俊哉です。

　私は、普段、香美町地域おこし協力隊の隊員として水産分野（但馬漁業　私は、普段、香美町地域おこし協力隊の隊員として水産分野（但馬漁業
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